
担当省庁名：外務省

（英文名称・略称)

 　　種　　　別 国連本体 国連専門機関 その他

 　所轄官庁担当局課名

金　　　額
邦　　貨 外貨１ 外貨２ レート 拠出率（％） ODA率（％）

単   位 （千　円） （ドル） （千　　　） （注）
0 0 0 1   =  110円 (2004年) 0%

0 0 0 1   =  122円 (2003年) 0%

0 0 0 1   =  122円 (2002年) 0%

 　拠出上位５ヶ国

（千ドル） 率（％） 当該年度の収入 ０ドル

１位 日本 660 100% 当該年度の支出 ０ドル

２位 次年度への繰越 ０ドル

３位
４位
５位
上記の率及び順位は２００１年のもの

　 邦人職員が占めている幹部ポスト
ポストの名称 職　員　氏　名 備　　考

 　当該機関重要ポストへの邦人職員送り込みについての具体的な計画

拠出金名：日本ＳＡＡＲＣ特別基金等拠出金

無

２００２年８月に開催されたＳＡＡＲＣ外相級会議にて、７つある技術委員会（農業、運輸、エネル
ギー等の７分野の委員会。ＳＡＡＲＣの活動の中心を担う。）の機能と編成について見直しを行うこ
と、及び新たに女性支援グループを設置することに合意する等、時期に即した運営を行うべく改善
を図っている。

 　合理化、機能強化のための改革が行われているか。
 　行われている場合はその現状と我が国としての評価

　　　 　　　　０　人
　　　うち　　０　人

当該機関の職員数及び
邦人職員が職員全体に
しめる率

４８人
０％

当該機関は、テロ防止の協力、域内経済統合、南アジア諸国民の福祉の増進、経済社会開発を
目的とした活動を行っており、また、域内サミットの開催といったハイレベルの対話促進の機会を
提供する等、地域の安定と発展の枠組みを提供し得るものと評価している。我が国は本件基金に
よる社会開発活動等について先方事務局や加盟各国との間で適宜意見交換を行い、先方は我が
国の意見を参考にしている。また、昨年１１月のＳＡＡＲＣ首脳会議では、我が国のオブザーバー
参加が原則承認されており、ＳＡＡＲＣ側の我が国との協力関係強化に向けた動きとして評価して
いる。

 　当該機関に対する我が国としての評価（当該国際機関の政策に対する我が国の意見の反映度を含む）

（注）我が国と各国とは会計年度が異なるため、拠出率については暦年（2002年～2004年）。

 　邦人職員数
  うち幹部以上

　　　　　　　　　　　無

無

外務省アジア大洋州局南西アジア課

 　最近３年間の我が国支払額及び拠出率、ODA率

平成１６年度

（現在の構成員の出身国：　　　　　）

会計検査機関名

国　　　　名

　国際機関等の財政
（　　　　　年度決算）

 国際機関等名
南アジア地域協力連合

South Asian Association for Regional Cooperation (SAARC)

平成１５年度
平成１４年度


